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山梨県環境整備センター（明野処分場）における 

最終覆土工事について 
 

１施工理由 

 ○法令等 

   埋立終了（H26.4.8）後は、廃棄物の処理及び清掃に関する法

律、公害防止協定に基づき、廃棄物の飛散・流出及び悪臭の発

散を防止するため、速やかに厚さ１ｍの最終覆土を行わなけれ

ばならない。 

 

 ○埋立地の状況 

   覆土工事前の埋立地は、廃棄物の埋立を途中で終了し、異常

検知箇所を深さ約１０ｍ掘削したことなどから、複数の段差（斜

面）が存在するとともに、場所によっては厚さ２０㎝の覆土し

かない所もあり、安定形状とはいえない。 

こうした状態のままでは、非常に激しい雨や風などにより、

覆土が流出し、廃棄物が露出・飛散する恐れがあるので、速や

かに埋立エリアを厚さ１ｍの土砂で平らに覆う必要がある。 

なお、埋め立てられていない法面部は、モルタル吹付を行う

こととしている。 

 

２工事期間 

  平成２６年５月１日～平成２７年３月３１日 

  

３工事進捗状況 

  5/ 1～6/19  異常検知掘削箇所に廃棄物を埋戻し。 

  6/25～7/17  明野廃棄物最終処分場問題対策協議会メンバーが

覆土仮置場と埋立地の間にある赤道（法定外公共

物）に座り込み、トラックによる覆土の搬入を妨

害したこと等により、工事が中断。 

  7/22～   工事を再開。 

   

【参考】 

 ○工事完成図面（別添１） 

 ○埋立地内の写真（別添２） 



縁
石
工
　
Ｌ
＝
１
１
８
．
６
ｍ

伐木・除根・防草シート工　Ａ＝１，２４７．９㎡

排水施設工　Ｌ＝４２．６ｍ

PC

管理棟

1：1
.5

NO.10 NO.11 NO.12 NO.13 NO.14 NO.15 NO.16 NO.17 NO.18 NO.19 NO.20 NO.21NO.12+16.0 NO.13+4.8 NO.14+12.4 NO.15+9.6 NO.20+9.3NO.18+14.6

　　吹付工施工箇所
　　最終覆土箇所

凡例

上段　　　　１，４００㎡

　　不織布法面保護工（吹付）施工面積

　　１：１．５法面　６，２６１．３７×１．８０２＝１１，２８２．９８㎡

貯
留
構
造
物

ＧＬ＝８１１．０００ｍ

　　既設排水施設
　　排水施設計画

　下段　　　１４，０００㎡

２
％

２
％

２
％

２
％

２
％

２
％

２
％

２
％

搬入路

搬入路

管理用
道路

管理用道路

防災調整池

　　１：３．０法面　１，２００．２８×１．０４４＝　１，２５３．０９㎡

排
水
施
設
工
　
Ｌ
＝
１
０
９
．
４
ｍ
　
U
3
0
0*
3
0
0

１：１．５

１：１．５

１：１．５

１：１．５

１：１．５

１：１．５

１
：
１
．
５

１
：
１
．
５

１：１．５

１：１．５

１：１．５

１：１．５

１：１．５

１
：
１
．
５

１
：
１
．
５

１
：
３
．
０

１
：
３
．
０

　　斜面保護工

　　計　＝　１５，４００㎡

防草シート工

Ａ＝１２２．９㎡

最終覆土施工面積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計＝１２，５３６．０７㎡

L
=
28
.
6
0
m

L=
22.
50
m

L
=
2
4
.
4
8
mL=
2
7
.
04
m

L=28.06m

NO.17+4.0

排
水
施
設
工
　
Ｌ
＝
１
１
８
．
６
ｍ

ＡＡ

① ② ③

最終覆土工事　完成平面図

公 告 日　　平成２６年　４月　８日
入 札 日　　平成２６年　４月２５日
契 約 日　　平成２６年　４月３０日

最終覆土土量　Ｖ＝２６，７００ｍ３

工事期間　　平成２６年　５月　１日～平成２７年３月３１日
請負業者　　峡北建設株式会社

請 負 額　　１５５，８３３，２００円
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平成２６年５月１９日撮影

平成２６年６月１９日撮影

着工前

原因究明箇所

埋戻完了

写真① 写真②

平成２６年７月３０日撮影

現在の状況

別添２


